
ＨＤＭ推進会 (第 45回 )／ごみゼロネット推進会 (第 67回 ) 議事録

開催日：  2013 年 (H25年 )  12 月 11 日（水）10:00 ～ 11:50                

場  所：  コミュニティサロン･はけ

出席者：  加藤、平林、大橋、杉本、川村、林、桐生 ( 作成 )

議  題：

本日は加藤氏が開示した日野市の市民団体からの稲葉市長への２件の抗議書が

議題となった。以下は大事な個所のみを記す。全文を資料として添付する。

１． 「通告書」他市からのごみ受け入れ広域化に反対する会／代表 堀江章夫／ 2013-12-10 付

●「小金井市長として日野市民に与える責任をどう感じ、どう取ろうとしているのか。具体的に明示してい

ただきたい。合わせて貴市民とどのような話し合いが行われ、どのような合意がなされているのか、時系

列的に明らかにしていただきたい」１頁下から４行目以下

●「貴市民が迷惑施設として拒否してきたゴミ焼却施設を、何故日野市に持ち込み可能と考えたのか」

●「また､この件に関し東京都も関与しているとみられるが､何故東京都に処理を依頼しないのか」２頁２項

２．「通知書」ごみ広域化に反対する日野女性の会／山際清子／ 2013-12-10 付

●「市民とごみ処理広域化計画について話し合った事はありますか」

●「貴殿は自治体首長として説明責任を果たす義務がある。また、９月11 日に渡辺氏が請求した市政情報

公開についても資料は黒塗りばかりのもので､貴市の広域化計画に関する取り組みはまったく見えてきま

せん。簡単に有り難うは言わないでください」

●「貴殿は貴市のごみ行政に失敗したのでしょう。それは、自治体の首長として貴殿一人で責任を取るべき

です。力及ばなければ、さっさと退任しなさい。」

３．フリーディスカッション（全員）

「このような文書として小金井市の首長や議長に送達するのは、裁判に訴えて計画を阻止する時の証拠資料

とする意図を感じる」との発言があった。

その他にも白熱の論議が行われたが、内容は省略する。

以 上

添付資料：

１．宛先小金井市議会議長　篠原　ひろし様／住民の理解・合意の得られない三市による「ごみ処理広域

化」の白紙撤回を求める陳情／４団体（新石自治会会長　川久保康男、ごみ広域化に反対する日野女性

の会　山際清子、他市からのごみ受け入れ広域化に反対する会　堀江章夫、小金井・国分寺のごみ受け

入れに反対する日野市民の会　渡辺　眞）／ 2013-12-10 付　　　　　　　　　　　 １頁　

２．「通告書」他市からのごみ受け入れ広域化に反対する会／代表 堀江章夫　　　２頁

３．「通知書」ごみ広域化に反対する日野女性の会／山際清子　　　　　　　　 　１頁　

次回打合せ　1 月 8 ( 水 ) １０：００～１２：００ 　コミュニティサロン･はけ

20 日に冨士見衛生組合の見学会を行うので、ごみ対策課に申し込んだが、「保険の申し込みの期限の関係

で、既に締め切りとした」との回答 ( ごみ対・中村氏 ) であった。8日も前なのに、締め切るのか。



１／１

小金井市議会議長　篠原　ひろし様　　　　　　　　　　　　　　　平成 25 年 12 月 10 日

　　　　住民の理解・合意の得られない

三市による「ごみ処理広域化」の白紙撤回をもとめる陳情

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新石自治会会長　川久保康男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごみ広域化に反対する日野女性の会　山際清子

　　　　　　　　　　　　　　　他市からのごみ受け入れ広域化に反対する会　堀江章夫

　　　　　　　　　　小金井・国分寺のごみ受け入れに反対する日野市民の会　渡辺　眞

　私たちは、小金井・国分寺・日野三市が進めようとしている「ごみ処理広域化」の白紙撤回を強く求めます。

記

　私たちは2012 年 11 月、日野市の説明会で突然日野市が貴市および国分寺市と「ごみ処理広域化」を進め、

三市のごみ焼却のため現在の約二倍の大型炉を建設しようとしていることを知りました。３月議会で前市長が国

の大型炉政策を批判し、単独小型炉を明言していましたし、地元に事前に打診・情報提供も全く無く正に寝耳に

水でした。長年日野市全体のために公害・迷惑施設を引き受けてきた地元住民になんの相談も無く、一方的に他

市のごみまで押し付けるのは不公正であり、その怒り・不信・反対は当然ではないでしょうか。

　新石自治会はごみ処理施設の直近にあり、しかも周辺にはし尿処理場・下水処理場や動物愛護センターなどい

わゆる迷惑施設が集中しているため、住民は長年にわたってさまざまな被害をこうむってきました。それでも市

民のくらしに無くてはならない施設として、ごみ減量に合わせた小型炉ならと４年前に建替えを市と合意までし

ていたのです。ですから、他市のごみまで受け入れてこれ以上環境を悪化させる大型炉は受け入れられません。

　新石自治会は、昨年12 月に、世帯 98 ％の署名で反対の申し入れを日野市に提出しています。近隣の各自治

会も６～７割以上の反対の意思を日野市に示しています。

　貴市がごみ処理に困難を抱えているため、私たちも貴市の窮状を察しここ数年貴市のごみを受託してきました

が、「ごみ処理広域化」でごみ受け入れを固定化することとは全く別です。６月貴市市長も来られた三市長の説

明会で、地元を始めとする日野市民の強い反対の意思は身を持って実感されたと思います。

　住民の強い反対を押して環境省に提出した「三市覚書」の第１項に「周辺住民の理解を得て」と明記されてい

るように、ごみ処理施設は住民の理解・合意なしには成り立ちません。地域自治会の反対を押して強行した例は

全国にも無いと聞きます。無理やり強行すれば、これまで市民と行政が協力して進めてきたごみ問題の前進に計

り知れない障害をもたらしてしまいます。そこから生じる混乱や困難の大変さは貴市が一番よくご存知のことだ

と思います。

　当初、日野市長も地域自治会への説明で「皆様の理解が前提です」と述べ、３月議会で、「三市覚書１項の

『周辺住民の理解を得て』とは停止条項」と答弁しました。またこの間、日野市は全市的な説明会や地元に向け

た説明会を開催しましたが、どこでも圧倒的な不安・疑問・反対が表明されました。市長は市内の説明会でも

「市民と地元の合意を得て」「多数決で強行は考えてない」と市民に答えていました。しかし、夏以降「市長が

判断」と急変し、市報を通じて「広域化推進」のみの大宣伝を展開してきました。調布市と三鷹市が共同したふ

じみ処理場でさえ住民を含めた協議に13 年も要したことからしても、突然の変更発表から１年そこそこでの推

進決定はあまりにも市民無視だと言わざるを得ません。

　市長は 11 月説明会で「地元の合意より二市の窮状を考えれば公益性が高い」とごみ処理広域化計画の強行を

表明し、経費の三市均等負担・環境整備費は小金井、国分寺市負担・次の建設は日野市以外でなどを披露しまし

た。それは「二市の窮状に付け込んだぶったくり」とも言えるやり方ではないでしょうか。まして40 年後のこ

となど誰が責任をもてるのでしょうか。また私たちは、ごみを減らしながら自区内処理を原則と考えています。

　こうした日野市の対応を環境省への申し入れで伝えたところ廃棄物対策課長補佐は「ごみ焼却施設は一面では

迷惑施設で住民の合意が必要です」「お聞きした限りでは（日野市の対応は）ていねいなプロセスが欠けている

ように思えます。都を通じて実態を調べます」と述べ、その上で再度の要請を受けることを了承しました。

　貴市のごみ問題での困難さはお察ししますが、こうした経過を踏まえ、住民の理解・合意の得られない三市に

よる「ごみ処理広域化」を白紙に戻し、ごみの減量や処理について市民とともに話し合いを始めるよう貴市の勇



気と責任ある対応を強く要請します。






